
  

 

金峯山寺蔵王堂 
手前の石柵内は大塔宮が生別の酒宴を催した故地とされている 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

   
 
 

 
                   

 

第
四
日(

６
月
４
日) 

五
年 

中
村
貞
之
助 

 
｢

ね
む
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
一
同
起
床
し

た
の
は
丁
度
五
時
頃
で
し
た
。
朝
食
の
準
備
は

全
く
整
つ
て
居
た
の
で
直
ち
に
食
を
済
ま
し
、

愈
々
出
発
の
準
備
に
取
り
か
ゝ
つ
た
。
つ
ゞ
い

て
六
時
に
宿(

奈
良
市
三
条
通 

敷
島
館)

を

発
し
奈
良
市
油
坂
の
【
大
阪
電
気
軌
道
、
略
称｢

大

軌｣

。(

現
近
鉄)

の
】
停
留
場
を
六
時
十
七
分
に
発

し
、
二
十
分
の
乗
車
に
て
、
西
大
寺
駅
に
着
【
大

軌
畝
傍
線(

現
近
鉄
橿
原
線)

に
】
乗
換
同
駅
六
時

三
十
七
分
車
中
に
て
、
舟
漕
ぎ
の
練
習
を
す
る

の
も
少
な
く
は
な
か
つ
た
、
之
も
昨
晩
の
睡
眠

不
足
の
為
で
あ
ら
う
。
そ
う
し
て
居
る
中
に
電

車
は
次
第
に
進
み
、
七
時
十
三
分
神
宮
御
陵
前

駅
【
正
し
く
は｢

畝
傍
山
駅｣

、
現
近
鉄
畝
傍
御
陵
前

駅
】
着 

 

つ
い
で 

 

歩
行
数
町
に
し
て
、
神
武
天
皇
畝
傍
東
北
陵

を
参
拝
す
、
我
等
旅
衣
の
塵
を
は
ら
ひ
て
、
御

前
に
額
づ
く
、
思
ふ
、
昔
神
武
天
皇
、
天
祖
の

遺
訓
を
奉
じ
て
、
此
処
に
皇
基
を
定
め
給
ひ
し

よ
り
、
今
に
至
る
ま
で
殆
ん
ど
三
千
年
、
君
臣

の
分
、
明
か
に
、
父
子
の
親
厚
く
、
世
界
に
類

な
き
此
の
一
大
帝
国
を
成
し
給
へ
り
、
吾
等
、

此
の
国
に
生
れ
、
此
の
君
の
御
流
を
奉
じ
て
此

の
土
に
生
育
す
る
も
皆
い
か
で
か
限
り
な
き

感
慨
胸
に
溢
れ
ぬ
者
が
あ
ら
う
。 

 

次
に
橿
原
神
宮
を
参
拝
す
。
神
宮
は
畝
傍
山

の
東
南
麓
に
あ
り
、
皇
祖
神
武
天
皇
高
御
座

【
た
か
み
く
ら 

天
皇
の
位
の
称
】
に
即
か
せ
給

ひ
し
霊
地
、
神
宮
は
、
明
治
二
三
年
頃
創
建
、

祭
神
は
神
武
天
皇
及
び
其
の
皇
后
に
し
て
、
官

幣
大
社
に
列
す
神
殿(

東
西
十
間
南
北
七
間)

は
京
都
内
裏
の
内
侍
所
(注 1)

拝
殿(

東
西
八
間
二

尺
、
南
北
十
三
間
二
尺)

は
神
喜
殿
を
賜
り
て
、

移
し
建
て
た
る
も
の
で
あ
る
と
。 

 

我
等
一
同
は
か
く
の
如
き
、
大
社
に
詣
て
た

る
時
、
誠
に
、
か
た
じ
け
な
さ
に
自
ら
涙
こ
ぼ

れ
一
種
無
量
の
感
に
打
た
れ
て
し
ま
ふ
の
で

あ
る
。 

 

か
く
し
て
橿
原
神
宮
前
停
留
場
発
、
八
時
、

久
米
寺
駅
に
て
【
吉
野
鉄
道
、
現
近
鉄
吉
野
線
に
】

乗
換
発
八
時
五
分
吉
野
着
八
時
五
十
九
分
直

ち
に
登
山
、
途
中
の
茶
屋
に
一
同
荷
物
を
預
け
、

或
は
腰
に
サ
イ
ダ
ー
、
ラ
ム
ネ
等
を
ぶ
ら
さ
げ

て
、
然
し
乍
ら
、
神
社
等
に
参
拝
す
る
時
は
、

か
や
う
な
醜
い
姿
は
し
な
か
つ
た
。
先
ず
第
一

に
、
吉
野
と
言
へ
ば
直
ち
に
後
醍
醐
帝
、
村
上

義
光
(注 2)

の
忠
烈
を
思
は
な
い
者
は
な
い
で
あ

ら
う
が
、
又
名
勝
の
区
、
窮
り
な
し
「
あ
さ
ぼ

ら
け
有
明
の
月
と
見
る
ま
で
に
吉
野
の
里
に

降
れ
る
白
雪
」
(注 3)

の
風
流
温
雅
の
雪
は
「
眉
雪

老
僧
時
輟
帚
落
花
深
処
説
南
朝
」
(注 4)

の
悲
憤
感

慨
の
山
と
な
り
た
る
を
聯
想
せ
ぬ
者
は
あ
る

ま
い
。 

 

【
金
峯
山
寺
】
蔵
王
堂
(注 5)

に
詣
づ
れ
ば
、
先
ず

山
門
を
見
る
、
甚
だ
荒
涼
た
り
、
村
上
義
光
が

大
塔
の
宮
【
護
良
親
王
】
の
御
鎧
を
擐
し
【
か
ん

し 

鎧
、
冑
を
身
に
纏
う
】
詐
り
名
乗
り
て
健
闘

し
終
に
腹
を
割
き
、
腸
を
抉
出
【
け
っ
し
ゅ
つ 

え
ぐ
っ
て
内
部
の
物
を
出
す
こ
と
】
し
賊
【
鎌
倉
幕

府
軍
】
に
抛
ち
【
な
げ
う
ち
】
て
『
最
後
の
模
範

に
せ
よ
』
と
呼
ば
り
し
は
、
正
に
、
此
の
門
上

欄
干
の
辺
な
り
。
と
想
を
馳
す
る
も
悲
し
さ
に

堪
へ
ぬ
、
門
を
入
れ
ば
、
一
庭
落
莫
蔵
王
権
現

堂
あ
り
、
堂
は
粉
壁
【
ふ
ん
ぺ
き 

白
い
壁
】
朱

楹
【
し
ゅ
え
い 

｢

楹｣

は
丸
く
太
い
柱
】
簷
【
え
ん 

の
き
】
高
く
啄
む
(注 6)

、
堂
の
前
の
中
庭
は
即
ち

大
塔
の
宮
が
生
別
の
酒
宴
を
催
し
た
ま
ひ
し

処
で
あ
る
。
今
は
此
処
へ
幼
木
植
ゑ
つ
け
ら
れ

て
注
連
縄
【
し
め
な
わ
】
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
あ

つ
た
。
か
く
て
次
第
に
歩
を
進
め
屈
曲
多
く
、

或
は
急
或
は
慢
な
る
道
を
皆
疲
れ
切
つ
て
、
よ

た
こ
ら
歩
み
更
に
渓
畔
の
逕
を
行
き
杉
の
森

を
過
ぎ
て
、
一
坂
の
ぼ
れ
ば
則
ち
後
醍
醐
天
皇

の
英
霊
の
長
へ
【
と
こ
し
え
】
に
、
在
し
ま
す

処
で
あ
る
。
御
陵
は
北
に
向
へ
り
。
『
常
に
北

闕
を
望
む
』
(注 7)

と
宣
ひ
慷
慨
し
て
、
剣
を
按
じ

給
ひ
し
事
を
憶
へ
ば
誰
れ
か
涙
を
堕
さ
ゞ
ら

ん
、
御
陵
の
上
松
柏
森
然
【
し
ん
ぜ
ん 

深
く
茂

っ
た
さ
ま 

厳
か
な
さ
ま
】
颯
々
【
さ
つ
さ
つ 

風

が
さ
っ
と
吹
く
さ
ま
。
ま
た
、
そ
の
音
の
形
容
】
と

し
て
天
風
【
て
ん
ぷ
う 

空
高
く
吹
く
風
】
に
鳴

る
。
御
陵
の
左
右
に
桜
樹
多
し
、
御
陵
の
下
、

数
十
歩
に
し
て
小
楠
公
の
髻
塚
【
も
と
ど
り
づ

か
】
あ
り
、
数
百
歩
に
し
て
如
意
輪
寺
あ
り
、

つ
い
で
正
行
の
梓
弓
の
歌
扉
(注 8)

を
拝
観
す
、
鏃

痕
今
猶
鮮
明
な
り
、
之
を
拝
し
て
は
誰
し
も
、

己
が
心
中
に
、
忠
義
の
心
、
更
に
深
か
ら
む
を

感
ぜ
ぬ
者
は
な
か
ら
う
。 

     

（
写
真
）
後
醍
醐
天
皇
陵 

    

第１９６号

号号 

号 

号 

 

号 

土浦中学校の修学旅行 ９ 中学校 30回生の関西旅行 ３ 
 1930［昭和５］年６月１日から８日に掛けて実施された土浦
中学 30 回生の関西旅行。今号では橿原神宮、吉野、大阪と巡
った４日目の行程を『進修第 32 号』｢関西旅行記｣と『中三十
回卒業五十周年記念誌』中 30 回松井喜一郎｢旅行記余聞｣とで
綴っていきます。 
 引用文中の旧字体は新字体に改めました。 
なお、引用文中の【  】は筆者による注記です。 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

2026（令和８）年１月２０日   

茨城県立土浦第一高等学校 
進修同窓会旧本館活用委員会
ＨＰhttp://www.sin-syu.jp/ 

 

2024（令和６）年６月１８日   
茨城県立土浦第一高等学校  
進修同窓会旧本館活用委員会  
ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 
 

進修同窓会 HPにアクセス 

後醍醐天皇陵 



  

 

 
か
く
て
元
の
道
を
再
び
戻
り
、
吉
水
神
社
を

参
拝
し
、
嚮
【
さ
き 

前
】
の
茶
屋
に
て
昼
食

し
、
吉
野
神
社
を
参
拝
す
、
此
の
間
一
里
余
な

る
も
、
折
か
ら
の
暑
さ
疲
れ
の
為
め
、
随
分
困

難
し
た
、
か
く
て
、【
吉
野
鉄
道
】
吉
野
神
宮
前

駅
に
、
午
後
一
時
二
十
五
分
着
、
同
駅
発
、
一

時
四
十
分
、
吉
野
口
駅
着
、
二
時
十
五
分(

此

の
間
電
車)

乗
換
、
同
駅
発
二
時
二
十
五
分(

和

歌
山
線)

湊
町
【
関
西
本
線
終
着
駅
、
現
Ｊ
Ｒ
難
波

駅
】
着
、
丁
度
午
後
四
時
で
し
た
。
黒
煙
空
を

立
ち
込
む
る
工
業
的
気
分
泌
々
と
感
ず
。
つ
い

で
道
頓
堀
の
あ
の
に
ぎ
や
か
な
街
を
、
早
く
宿

所
へ
と
急
い
だ
の
で
あ
つ
た
。
宿
所
へ
着
い
た

の
は
丁
度
午
後
四
時
二
十
五
分(

宿
所
は
大
阪

市
道
頓
堀
、
大
日
館)

。
折
か
ら
雲
は
次
第
に

空
を
立
ち
込
め
始
め
明
日
の
天
気
は
と
疑
が

は
る
ゝ
程
で
あ
つ
た
が
、
案
の
じ
や
う
雨
降
り

で
あ
つ
た
。 

 

我
等
一
同
は
今
夜
は
十
一
時
ま
で
先
生
か

ら
暇
が
出
た
の
で
、
充
分
遊
び
、
道
頓
堀
気
分

に
浸
つ
た
。｣ 

 

松
井
は｢

旅
行
記
余
聞｣

で
、
中
村
の
記
事
を 

 
｢

…
…
。
ま
た
中
村
貞
之
助
君
の
第
四
日
、

神
武
天
皇
陵
、
橿
原
神
宮
等
大
社
参
拝
の
く
だ

り
で
は
、
君
の
人
柄
を
そ
の
ま
ま
に
『
誠
に
、

か
た
じ
け
な
さ
に
自
ら
涙
こ
ぼ
れ
一
種
無
量

の
感
に
打
た
れ
て
し
ま
ふ
…
…
』
と
敬
虔
な
崇

神
の
吐
露
、
こ
の
外
、
蔵
王
堂
、
吉
水
神
社
、

吉
野
神
社
と
拝
ん
で
歩
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の

記
録
を
直
立
不
動
の
中
村
貞
さ
ん
に
受
け
持

た
せ
る
と
は
、
ま
さ
に
適
材
適
所
と
い
っ
た
と

こ
ろ
。
…
…
。｣ 

と
、
そ
の
筆
致
か
ら
人
柄
に
ま
で
感
心
し
て
い

ま
す
。 

 

大
正
期
に
入
る
と
、
国
は
、
修
学
旅
行
を
国

家
主
義
的
教
育
の
一
環
と
し
て
、
皇
室
に
連
な

る
敬
神
思
想
や
国
体
観
念
を
育
成
し
よ
う
と

企
図
し
、
学
校
は
、
行
き
先
に
伊
勢
神
宮
や
橿

原
神
宮
な
ど
を
選
ぶ
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
目
的
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
中
村

の
、
橿
原
神
宮
や
吉
野
、
特
に
南
朝
に
つ
い
て

の
知
識
の
豊
富
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
『
太

平
記
』
は
読
ん
だ
に
し
て
も
、
芳
野
三
絶｢

芳

野
懷
古｣

と
も
な
る
と
、
旧
制
高
校
生
や
大
学

生
を
超
え
た
レ
ベ
ル
で
す
。
４
日
目
の
レ
ポ
ー

タ
ー
に
選
ば
れ
た
の
も
、
頷
け
ま
す
。
ま
た
、

列
車
の
発
着
、
接
続
時
間
、
乗
換
駅
、
列
車
種

別
を
正
確
に
記
録
し
て
お
り
、
中
村
は
現
代
の

鉄
研
部
員
顔
負
け
の
鉄
道
マ
ニ
ア
で
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。 

 

さ
て
４
日
目
、
大
阪
の
夜
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
か
、
松
井
は
、 

 
｢

…
…
、
第
四
日
の
夜
は
大
阪
泊
ま
り
。
宿

は
道
頓
堀
の
大
日
館
。
こ
の
夜
は
、
中
村
貞
さ

ん
も
書
い
て
い
る
よ
う
に
門
限
は
十
一
時
。
そ

れ
ぞ
れ
が
自
由
行
動
で
充
分
に
遊
ん
だ
。
何
し

ろ
紅
い
灯
、
青
い
灯
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
を
初
め

て
見
た
わ
け
で
、
そ
の
ま
ば
ゆ
い
こ
と
目
も
暗

む
ば
か
り
。
『
テ
ナ
モ
ン
ヤ 

ナ
イ
カ
ナ
イ
カ

道
頓
堀
ヨ
』
の
浪
花
小
唄
が
き
こ
え
て
く
る
。

徘
徊
し
ば
し
、
時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
河
野
芳
明
君
な
ど
は
映
画
を
た

っ
ぷ
り
観
て
帰
っ
て
き
た
が
、
皆
さ
ん
は
何
を

し
、
ど
ん
な
思
い
出
を
刻
み
つ
け
て
き
た
の
だ

ろ
う
か
。
…
…
。｣ 

と
記
し
て
お
り
、
一
行
は
大
阪
の
夜
を
平
和
に

楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。 

(注 1)

内
侍
所(

な
い
し
ど
こ
ろ) 

 

宮
中
の
賢
所(

か
し
こ
ど
こ
ろ)

の
別
名
。
三
種
の

神
器
の
一
つ
で
あ
る
八
咫
鏡(

や
た
の
か
が
み)

を
安

置
し
た
所
。
女
官
の
内
侍
が
奉
仕
し
て
い
る
の
で
内

侍
所
と
呼
ば
れ
た
。 

 

(注 2)

村
上
義
光(

む
ら
か
み
よ
し
て
る)

 
 

生
年
不
詳
～
1333

［
元
弘
３
］
年
。
鎌
倉
末
期
の
武

士
。
1331

［
元
弘
元
］
年
の
笠
置
落
城
後
、
般
若
寺
よ

り
高
野
山
へ
逃
れ
る
後
醍
醐
天
皇
皇
子
護
良
親
王

に
随
従
。
1333

年
吉
野
落
城
の
際
に
は
、
鎌
倉
幕
府
の

大
軍
が
包
囲
す
る
中
、
親
王
の
身
代
り
と
な
っ
て
自

害
し
、
親
王
を
落
ち
延
び
さ
せ
た
忠
烈
の
士
と
し

て
『太
平
記
』
に
描
か
れ
て
い
る
。 

 

(注 3)｢

あ
さ
ぼ
ら
け
有
明
の
月
と
見
る
ま
で
に
吉
野

の
里
に
降
れ
る
白
雪｣

 
 

坂
上
是
則
の
歌
。
古
今
和
歌
集
（
巻
第
六
・
冬
歌

332) 

小
倉
百
人
一
首
31
番 

 

(注 4)｢

眉
雪
老
僧
時
輟
帚
落
花
深
処
説
南
朝｣

 
  ｢

芳
野
懷
古｣

藤
井
竹
外 

  

古
陵
松
柏
吼
天
飆 

  
 

古
陵(

後
醍
醐
天
皇
陵)

の
松
柏 

天
飆(

て
ん

ぴ
ょ
う 

天
高
く
吹
く
強
風
。｢

飆｣

は
つ
む
じ

風)

に
吼
（ほ)

ゆ 
  

山
寺
尋
春
春
寂
寥 

  
 
 

山
寺(

如
意
輪
寺)

に
春
を
尋
ぬ
れ
ば
春
寂
寥 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

  
 

 
(

せ
き
り
ょ
う) 

 
 

眉
雪
老
僧
時
輟
帚 

  
 
  

眉
雪(

び
せ
つ)

の
老
僧 

時
に
帚
く
を
輟(

や) 
 

 
 

 
 

め 
 

 

落
花
深
處
説
南
朝 

  
 
  

落
花
深
き
処(

と
こ
ろ) 

南
朝
を
説
く 

 

藤
井
竹
外(

1807

～
1866)

は
高
槻
藩
士
で
、
賴
山
陽
に

学
び
漢
詩
に
長
じ
た
。
江
戸
時
代
末
期
、
勤
皇
思

想
の
高
ま
り
と
と
も
に
吉
野
を
詠
ず
る
詩
が
多
く

作
ら
れ
た
が
、
こ
の
詩
は
、
そ
の
中
で
最
も
親
し
ま

れ
た
七
言
絶
句
で
、
梁
川
星
巖(

や
な
が
わ
せ
い
が

ん)
の｢
芳
野
懷
古｣

、
河
野
鐵
兜(

こ
う
の
て
っ
と
う)

の｢
芳
野｣

と
と
も
に｢

吉
野
三
絶｣

と
称
せ
ら
れ
て
い

る
。 

 

(注 5)

蔵
王
堂 

 

金
峯
山
寺(

き
ん
ぷ
せ
ん
じ)

は
、
吉
野
山
に
あ
る

金
峯
山
修
験
本
宗(
修
験
道)

の
総
本
山
の
寺
院
。

開
基(

創
立
者)

は
役
小
角
と
伝
え
る
。
本
堂(

国

宝)

の
蔵
王
堂
は
、
正
面
５
間
、
側
面
６
間(

間(

ま)

は
、
長
さ
で
は
な
く
、
柱
と
柱
と
の｢

あ
い
だ｣

。
正

面
・
側
面
と
も
に
約
36
ｍ)

、
高
さ
約
34

ｍ
。
檜
皮

葺
き
で
、
東
大
寺
大
仏
殿
に
次
ぐ
木
造
大
建
築
。

本
尊
の
蔵
王
権
現
像(

重
文)

３
体
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
吉
野
・
大
峯
山
系
は
古
代
か
ら
山
岳
信
仰
の

聖
地
で
あ
り
、
平
安
時
代
以
降
は
霊
場
と
し
て
多

く
の
参
詣
人
を
集
め
て
き
た
。 

吉
野
・
大
峯
の
霊
場
は
、
和
歌
山
県
の
高
野
山
・

熊
野
三
山
と
こ
れ
ら
の
霊
場
と
を
結
ぶ
巡
礼
路
と

と
も
に
世
界
遺
産｢

紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道｣

の
構
成
要
素
と
な
って
い
る
。 

 

(注 6)

簷
【
え
ん 

軒
】
高
く
啄
む 

 

中
村
も
読
ん
だ
筈
の
、
晩
唐
の
詩
人
・
杜
牧
の｢

阿

房
宮
賦｣

の
一
節｢

五
歩
一
樓 

 

十
歩
一
閣 

廊

腰(

ろ
う
よ
う:

渡
り
廊
下
の
低
い
壁
。
ま
た
、
腰
板)

縵
迴 

檐
牙(

え
ん
が:

軒
先
に
突
き
出
た
垂
木
の

端)

高
啄｣

か
ら
の
引
用
で
、｢

啄
む｣

は｢

啄
く(

つ

く)｣

と
訓
読
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。 

 

(注 7)

常
に
北
闕
を
望
む
』 

 
 

北
闕(

ほ
っ
け
つ)

は
、
①
宮
城
の
北
門
。
②
宮
城
。

こ
こ
で
は
京
都
の
宮
城
を
指
す
。 

 

後
醍
醐
天
皇
は
1339

［
延
元
４
］
年
、
失
意
の
う
ち
に

吉
野
で
崩
御
さ
れ
た
。
左
手
に
法
華
経
を
、
右
手

に
剣
を
持
っ
て
坐
っ
た
ま
ま
亡
く
な
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
最
期
の
言
葉
は
、 

｢

玉
骨(

ぎ
ょ
っ
こ
つ)

は
縦(

た
と
い)

南
山
の
苔
に
埋

ま
る
と
も
、
魂
魄(

こ
ん
ぱ
く)

は
常
に
北
闕
の
天
を

望
ま
む(

我
が
骨
は
吉
野
山
の
苔
に
埋
ま
る
こ
と
に

な
っ
て
も
、
魂
は
常
に
京
の
空
を
仰
ぎ
見
続
け
る
だ

ろ
う)

。｣ 

だ
った
と
、
言
わ
れ
て
い
る
。  

 

(注 8)

小
楠
公
の
髻
塚
あ
り
、
数
百
歩
に
し
て
如
意
輪

寺
あ
り
、
つ
い
で
正
行
の
梓
弓
の
歌
扉 

 

楠
木
正
行(

く
す
の
き
ま
さ
つ
ら 

尊
称
が
小
楠

公)

は
、
楠
木
正
成(

尊
称
は
楠
公
あ
る
い
は
大
楠

公)

の
長
子
で
、
父
の
戦
死
後
、
楠
木
一
族
を
率
い

南
朝
の
柱
石
と
し
て
活
躍
。
1347

［
正
平
２
］
年
、
四
條

畷
の
決
戦
を
前
に
、
正
行
は
吉
野
行
宮
に
赴
き
、

後
村
上
天
皇
に
最
後
の
別
れ
を
告
げ
た
。
参
内
後

に
後
醍
醐
天
皇
陵
を
拝
し
、
如
意
輪
寺
に
詣
で
髻

(

髪
を
頭
の
頂
に
束
ね
た
所
。
ま
た
、
そ
の
髪)

を
切

っ
て
奉
納
。
そ
の
際
、
扉
に
鏃(

や
じ
り)

で
、
辞
世
の

歌 ｢

返
ら
じ
と
か
ね
て
思
へ
ば
梓
弓 

な
き
数
に
い
る

名
を
ぞ
と
ど
む
る｣ 

と
、
一
族
の
名
を
刻
み
、
戦
場
に
向
か
っ
た
。
1348

［
貞

和
４
／
正
平
３
］
年
１
月
、
四
條
畷
で
高
師
直
軍

に
敗
れ
る
と
、
弟
正
時
と
刺
し
違
え
て
死
ん
だ
。
小

楠
公
ら
が
如
意
輪
寺
に
奉
納
し
た
髻
は
、
そ
の
後
、

御
陵
の
西
方
の
小
高
き
所
に
埋
め
ら
れ
、
人
々
は

石
の
五
輪
塔
を
建
て
、
そ
の
霊
を
弔
った
。 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
  

 
(

高
21
回 

松
井
泰
寿)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  


